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1．はじめに

本マニュアルは、耐震補償付き[SSバリュー]の要件である
耐震等級３の基礎仕様を設計するためのものです。
（財）⽇本住宅⽊造技術センター発⾏の『 2015年版 ⽊造住宅のための住宅性能表⽰制度 』 
に準じ、配筋表を作成し設計に活用しています。
配筋表は、あらかじめ所要の許容応⼒度計算による構造計算等を⾏ったうえで
「早⾒表」の形式に整理しています。

以下に本マニュアル作成に際しての準拠資料を⽰します。

本マニュアルにおいては、建築基準法及び、（社）⽇本建築学会発⾏の⼩規模建築物基礎設計指針、
⼩規模建築物基礎設計例集の構造計算内容に準じて作成します。
主）の基準に記載のない計算方法については、副）の基準に準拠します。

⼩規模建築物基礎設計指針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （社）⽇本建築学会

⼩規模建築物基礎設計例集 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （社）⽇本建築学会

2015年版 建築物の構造関係技術基準解説書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   国⼟交通省、（財）⽇本建築ｾﾝﾀｰ

2015年版 ⽊造住宅のための住宅性能表⽰制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （財）⽇本住宅⽊材技術ｾﾝﾀｰ

鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説2010 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （社）⽇本建築学会

住宅基礎の構造設計演習帳 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （財）⽇本建築ｾﾝﾀｰ

⽊造軸組⼯法住宅の横架材及び基礎のスパン表[増補版] ・・・・（財）⽇本住宅⽊材技術ｾﾝﾀｰ

⽊造住宅軸組⼯法住宅の許容応⼒度設計（2017年版）・・・・・・・・ （財）⽇本住宅⽊材技術ｾﾝﾀｰ
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（4）補強方法

（4）-1 標準主筋外

配筋表の補強筋が標準主筋を超える補強筋が必要となった場合は、

配筋表の補強筋に従い補強をしてください。（補強方法は別添①：配筋表 P-8～21 参照）

下記は 《 標準基礎 》 の補強方法になります。

例１）標準主筋：D13+D13、配筋表補強筋：D13+D16

上下主筋をD13+D13⇒ D13+D16に変更。

例２）標準主筋：D13、配筋表補強筋：D16+D16

上下主筋をD13⇒ D16+D16に変更。

（4）-2  あばら筋の補強方法 

　「Ｄ１３*」の様に「*」印がある場合は、あばら筋間隔を 200mm以内 にしてください。

（ 端部柱直下から 開口： L/4 の範囲内を ＠200 とする ）

中央寄り 片側寄り 
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補強範囲 

※ ｄは鉄筋の呼び名 

：あばら筋＠200の範囲 

Ｌ  ：開口幅 
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